
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
産
業
人
材
対
策
課
）　

　

一

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
社
会
参
画
推
進
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
事
務
所
の
所
在
地
等
を
確
知
で
き
な
い
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

二

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

二

 
人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

三
（
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
）
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則 

三

 
規

則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
一
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

木
村
秋
則
自
然
栽
培
に
学
ぶ
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

清
水　

精
二

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

大
崎
市
古
川
清
水
新
田
六
十
五
番
地
一

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
農
業
従
事
者
並
び
に
広
く
一
般
市
民
に
対
し
て
、
農
作
物
の
自
然

栽
培
の
普
及
・
啓
発
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
農
業
復
興
の
み

な
ら
ず
、
社
会
全
体
の
自
然
の
保
護
・
食
の
安
全
・
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
二
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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別
表
宮
城
県
立
仙
台
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中
「

造
園
科

 

二
〇
人
 

二
〇
人

」
を

「

造
園
科

 

一
〇
人
 

一
〇
人

」
に
改
め
る
。

事

業

所

番

号

〇
四
一
三
五
〇
〇
〇
四
二

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

き
ら
ら
女
川

牡
鹿
郡
女
川
町
宮
ヶ
崎

字
川
尻
二
十
六
番
地
の

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
き
ら
ら

女
川

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

十
二
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

塩
釜
亘
理
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
五
号

　

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
商
号

　
　

有
限
会
社
沼
田
商
店

二　

代
表
者
の
氏
名

　
　

沼
田　

哲
夫

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
台
四
丁
目
二
十
二
番
十
号

四　

免
許
年
月
日
及
び
免
許
番
号

　
　

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日　

宮
城
県
知
事�
第
三
千
四
百
十
九
号

〇
宮
城
県
告
示
第
千
九
十
六
号

　

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
商
号

　
　

有
限
会
社
日
野
産
業

二　

代
表
者
の
氏
名

　
　

日
野　

信
一

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
鹿
妻
南
五
丁
目
一
番
三
十
八
号

四　

免
許
年
月
日
及
び
免
許
番
号

　
　

平
成
十
九
年
三
月
七
日　

宮
城
県
知
事�
第
四
千
九
百
八
十
六
号

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。
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七

変

更

の

区

間

多
賀
城
市
町
前
二
丁
目
三
一
七
番
一
地
先
か

ら同
市
町
前
一
丁
目
一
〇
八
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

二
二
・
〇
〜

 

五
五
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

一
、
一
五
四
・
三

備　
　

考

　

国
道
四
十
五

号
と
の
重
複
区

間
は
供
用
が

あ
っ
た
も
の
と

み
な
す
。

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

文
字
下
細
倉

線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

栗
原
市
栗
駒
文
字
下
山
神
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
栗
駒
文
字
下
山
神
一
五
番
一
二
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

十
二
月
三
日



　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一－

三
（
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　
�
　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

三

－

二

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

三
（
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事

委
員
会
規
則
十
一－

三
（
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
登
録
の
取
消
し
の
通
知
の
特
例
）

第
五
条　

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
の
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
の
所

在
が
知
れ
な
い
と
き
そ
の
他
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
通
知
の
内
容
を
県
公
報
に
掲
載
す
る
こ
と
を

も
つ
て
通
知
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
載
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経

過
し
た
日
に
、
通
知
が
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
大
窪
南
六
十
八
番
四

　

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
後
沢
四
十
一
番
地
四
Ｅ
一
〇

三
 

鈴
木　

孝
章　
　
　
　
　
　
　
　


